
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
北
信
越

市
議
会
議
長
会
よ
り
、
寺
内
照
雄
議

員
が
25
年
、
金
子
猛
議
員
が
15
年
の

永
年
勤
続
表
彰
、
杉
本
成
一
議
長
が

25
年
の
永
年
勤
続
表
彰
、
正
副
議
長

５
年
表
彰
、
及
び
全
国
市
議
会
議
長

会
役
員
と
し
て
の
感
謝
状
の
贈
呈
を

受
け
ま
し
た
。

６
月
10
日
の
定
例
会
本
会
議
の
席

上
、
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
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Ｅ
メ
ー
ル

gi
k
ai
@
ci
t
y.
ka
h
ok
u
.l
g
.j
p

☎
０
７
６
（
２
８
３
）
７
１
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
６
（
２
８
３
）
７
１
８
８

第
83
号

発
行
日
／
令
和
６
年
８
月
１
日

編
集
／
か
ほ
く
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
tt
p
s:
/
/w
w
w.
c
it
y
.k
a
ho
k
u.
l
g.
j
p

発
行
／
石
川
県
か
ほ
く
市
議
会

住
所
／
石
川
県
か
ほ
く
市
宇
野
気
ニ
81
番
地

※印刷コスト １部 21円（発行部数 12,900部）※議会だよりは、国会図書館にも送付されています。

表 紙 の お 話 し

「あそびの森かほっくる」の隣に、にぎ
わい創出施設「つどいの森かほっくる＋
（プラス）」が４月27日にオープンしまし
た。ＷＥＢ会議や読書に利用できる「コワー
キングスペース」やコミュニティ活動にも
利用できる「フリースペース」があり、
「フルーツむらはた」が運営する「プラス
カフェ」が併設されています。テーブル席
に加えてテラス席もあ
り、家族一緒にパフェ
やサンドイッチ、ドリ
ンクなどを楽しむこと
ができます。（Ｙ.Ｉ.）

「
議
会
だ
よ
り
」
を

ス
マ
ホ
で
読
む
！

広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

中
川

康
弘

副
委
員
長

猪
村

博
靖

委

員

杉
本

正
一

丸
井

一
範

野
田

稔
彦

池
田

義
治

長
柄

裕

左から金子議員、寺内議員、杉本議長

政務活動費の収支を公開

支出の詳細を記載した「政務活動

報告書」を、市のホームページで

公開しています。

第３回定例会のお知らせ

８月27日
10:00～

・本会議（議案説明ほか）
・全員協議会
・予算決算常任委員会

９月３日
10:00～ ・本会議（一般質問）

９月５日
9:00～

・教育福祉常任委員会
・教育福祉分科会

９月６日
9:00～

・総務建設常任委員会
・総務建設分科会

９月10日
9:00～ ・予算決算常任委員会

９月11日
9:00～ ・教育福祉分科会

９月12日
9:00～ ・総務建設分科会

９月17日
13:30～ ・予算決算常任委員会

９月19日
10:00～

・本会議（討論、採決ほか）
・全員協議会

定

例

会

・

臨

時

会

一

般

質

問

常

任

委

員

会

政

務

活

動

費

議

会

日

程

政務活動費（令和５年度交付分）収支一覧（単位：円）

議員氏名
令和５年度
交付決定額 支出総額 返還額

長柄 裕 240,000 222,810 17,190

池田 義治 240,000 229,319 10,681

中川 康弘 240,000 193,846 46,154

塚本佐和子
(3/14辞職)

240,000 65,560 174,440

野田 稔彦 240,000 163,314 76,686

大西 潤 240,000 172,778 67,222

丸井 一範 240,000 242,777 0

金子 猛 240,000 200,721 39,279

坂井 正靱 240,000 135,548 104,452

高橋 成典 240,000 240,413 0

杉本 正一 240,000 245,428 0

竹内 幹雄 240,000 157,420 82,580

杉本 成一 240,000 157,420 82,580

寺内 照雄 240,000 93,560 146,440

猪村 博靖 240,000 258,820 0

◀



〔 第 ２ 回 定 例 会 　 市 長 提 出 議 案 〕 　 会 期 ： 6 月 1 0 日 ～ 2 7 日

議 案 番 号 議 　 　 案 　 　 名 　 　 等
委 員 会
付 託 先

議 決 結 果

議 案 第 ５ １ 号 令 和 ６ 年 度 か ほ く 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）

議 案 第 ５ ２ 号 令 和 ６ 年 度 か ほ く 市 介 護 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）

議 案 第 ５ ３ 号 令 和 ６ 年 度 か ほ く 市 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）

議 案 第 ５ ４ 号 令 和 ６ 年 度 か ほ く 市 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）

議 案 第 ５ ５ 号 か ほ く 市 ふ る さ と 創 生 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て 総 務 建 設

議 案 第 ５ ６ 号 石 川 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 規 約 の 変 更 に つ い て 教 育 福 祉
原 案 可 決

（ 賛 成 多 数 ）

議 案 第 ５ ７ 号 令 和 ６ 年 度 か ほ く 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） 予 算 決 算

議 案 第 ５ ８ 号
工 事 請 負 契 約 の 締 結 に つ い て

（ 河 北 台 中 学 校 空 調 設 備 更 新 工 事 ）
－

諮 問 第 １ 号
人 権 擁 護 委 員 の 候 補 者 の 推 薦 に つ き 意 見 を 求 め る こ と に つ
い て （ 藤 井 恒 雄 氏 を 新 た に 推 薦 す る も の ）

－

諮 問 第 ２ 号
人 権 擁 護 委 員 の 候 補 者 の 推 薦 に つ き 意 見 を 求 め る こ と に つ

い て （ 畑 山 好 惠 氏 を 、 引 き 続 き 推 薦 す る も の ）
－

〔 請 願 〕

請 願 第 ２ 号
学 費 値 上 げ に 反 対 し ､ 高 等 教 育 無 償 化 を 求 め る 意 見 書 採 択
に 関 す る 請 願

教 育 福 祉
不 採 択

（ 賛 成 少 数 ）

予 算 決 算 原 案 可 決
（ 全 会 一 致 ）

原 案 適 任

（ 全 会 一 致 ）

原 案 可 決

（ 全 会 一 致 ）

〔 第 １ 回 臨 時 会 　 市 長 提 出 議 案 〕 会 期 ： 4月 2 5 日

議 案 番 号 議 　 　 案 　 　 名 　 　 等
委 員 会
付 託 先

議 決 結 果

議 案 第 ４ ６ 号
専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て
（ 令 和 ５ 年 度 か ほ く 市 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ ４ 号 ） ）

予 算 決 算

議 案 第 ４ ７ 号
専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て
（ か ほ く 市 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て ）

－

議 案 第 ４ ８ 号
専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て
（ か ほ く 市 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 固 定 資 産 税 の 特 例 に 関 す
る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て ）

－

議 案 第 ４ ９ 号
専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て
（ か ほ く 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て ）

－

議 案 第 ５ ０ 号

専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て

（ か ほ く 市 本 社 機 能 立 地 促 進 の た め の 固 定 資 産 税 の 特 例 に 関 す
る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 に つ い て ）

－

同 意 第 １ 号
か ほ く 市 監 査 委 員 の 選 任 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て
（ 松 島 一 富 氏 を 新 た に 選 任 す る も の ）

－

同 意 第 ２ 号
か ほ く 市 公 平 委 員 会 の 委 員 の 選 任 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ
い て （ 金 谷 一 氏 を 引 き 続 き 選 任 す る も の ）

－

同 意 第 ３ 号
か ほ く 市 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 の 委 員 の 選 任 に つ き 同 意 を 求
め る こ と に つ い て （ 中 嶋 裕 一 氏 を 引 き 続 き 選 任 す る も の ）

－

同 意 第 ４ 号
か ほ く 市 教 育 委 員 会 の 委 員 の 任 命 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ
い て （ 絈 野 武 利 氏 を 引 き 続 き 任 命 す る も の ）

－

原 案 承 認
（ 全 会 一 致 ）

原 案 同 意
（ 全 会 一 致 ）

審議された議案と審議結果
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議
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程

議案
番号 議 決 結 果 で 賛 否 が 分 か れ た 案 件

議員名（議席番号順）
長
柄

裕

池
田
義
治

中
川
康
弘

野
田
稔
彦

大
西

潤

丸
井
一
範

金
子

猛

坂
井
正
靱

高
橋
成
典

杉
本
正
一

竹
内
幹
雄

杉
本
成
一

寺
内
照
雄

猪
村
博
靖

議案第56号 石川県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○○○○○○○○

×

○○－ ○○

請願第２号 学費値上げに反対し､高等教育無償化を求める意見書採択に関する請願

× × × × × × × ×

○

× ×

－

× ×

高

橋

成

典

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
の
ひ
も
づ
け

ミ
ス
や
カ
ー
ド
読
み
取
り
エ

ラ
ー
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
続

出
し
て
お
り
、
保
険
証
廃
止

に
は
反
対
。

子
育
て
世
帯
や
、
議
会
か

ら
の
無
償
化
を
求
め
る
要
望

に
応
え
る
も
の
で
賛
成
。

学
費
値
上
げ
反
対
、
高
等

教
育
無
償
化
を
求
め
る
国
へ

の
請
願
に
賛
成
。

討

論

後
期
高
齢
者
の
保
険

証
廃
止
に
反
対

中
学
校
の
学
校
給
食

無
償
化
に
賛
成

※ ○＝賛成 ×＝反対 欠＝欠席 退＝退席 杉本成一議員は議長職のため採決には加わりません。

学
費
値
上
げ
反
対
の

請
願
に
賛
成

討論は、本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

Ｑ

各
拠
点
避
難
所
の
備
蓄
状
況
は
。

ま
た
今
後
、
公
民
館
が
拠
点
避
難

所
と
な
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。

災
害
に
備
え
備
蓄
品
を
購
入
す
る

町
会
区
に
対
し
、
補
助
を
し
て
は
。

Ａ

市
長

想
定
す
る
避
難
者
数
を

約
２
０
０
０
人
と
し
、
３
日
分
を
目

標
に
必
要
な
物
資
を
備
蓄
し
、
被
災

に
よ
る
リ
ス
ク
を
分
散
す
る
た
め
、

市
役
所
内
の
防
災
備
蓄
倉
庫
や
拠
点

避
難
所
で
あ
る
小
中
学
校
の
10
箇
所

で
分
散
備
蓄
し
て
い
る
。

町
会
区
の
自
主
避
難
所
へ
は
、
市

か
ら
、
必
要
な
物
資
を
供
給
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
自
主
避

難
所
の
在
り
方
や
運
営
方
法
等
と
併

せ
、
備
蓄
に
つ
い
て
検
証
し
、
町
会

区
と
連
携
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
。

質

問

２

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
申

請
数
と
危
険
箇
所
の
把
握
は

速
や
か
に
対
応
し
て
い
る

Ｑ

震
災
後
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

除
却
申
請
件
数
は
。
ま
た
、
危
険
個

所
の
把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

Ａ

産
業
建
設
部
長

発
災
か
ら
約

５
か
月
半
で
27
件
の
申
請
を
受
理
し
、

震
災
後
に
申
請
件
数
が
急
増
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
把
握
に
つ
い
て
は
、
情
報
が
寄
せ

ら
れ
た
際
、
速
や
か
に
現
地
を
確
認

し
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

質

問

３

旧
河
北
台
健
民
体
育
館
及
び

武
道
館
の
跡
地
は

駐
車
場
と
し
て
整
備
を
検
討

Ｑ

以
前
、
旧
河
北
台
健
民
体
育
館

は
野
球
場
に
す
る
と
い
う
話
に
な
っ

て
い
た
が
、
変
わ
り
は
な
い
か
。

Ａ

教
育
部
長

河
北
台
中
学
校
を

含
め
た
総
合
体
育
館
の
周
辺
エ
リ
ア

は
、
慢
性
的
に
駐
車
場
が
混
雑
し
て

い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
に
お
い
て
、

旧
河
北
台
健
民
体
育
館
跡
地
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
意
見
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
現
在
の
中
学
校
軟
式
野
球
部
の

状
況
、
ま
た
新
体
育
館
や
近
隣
の
公

共
施
設
の
状
況
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

よ
り
多
目
的
な
利
用
が
可
能
と
な
る

駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
適

当
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
団
体

を
含
め
た
関
係
機
関
や
、
市
内
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
調
整
し
た
上
で
、
跡

地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
改
め
て
検

討
し
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
結
果
に

つ
い
て
、
報
告
す
る
。

災
害
対
策
を
講
じ
る
町
会
区
に
助
成
を

町
会
区
と
連
携
し
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

丸 井 一 範
ま る い か ずのり

質 問 １

今年度解体の旧河北台健民体育館と七塚武道館

議会映像ＱＲコード

議会だより VOL.833

定
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会

・
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時

会
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般
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任

委
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会

政

務

活
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議

会

日

程

危険ブロック塀の除却
最大10万円補助



Ｑ

液
状
化
対
策
や
住
宅
及
び
宅
地

の
耐
震
化
に
関
す
る
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

Ａ

市
長

特
に
被
害
が
甚
大
な
大

崎
区
の
液
状
化
対
策
に
つ
い
て
、
国

か
ら
の
支
援
を
得
な
が
ら
対
策
工
法

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
現
在
は
液

状
化
被
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
把
握
す

る
た
め
、
県
と
市
に
お
い
て
、
現
地

の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

今
定
例
会
の
補
正
予
算
に
調
査
費

を
計
上
し
、
液
状
化
被
害
の
あ
っ
た

地
区
の
住
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
今
後
の
住
宅
な

ど
の
再
建
に
関
す
る
意
向
を
把
握
し

た
上
で
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
行
っ
て
い

く
。

県
に
お
い
て
新
設
さ
れ
る
被
災
宅

地
等
復
旧
支
援
事
業
に
、
市
独
自
に

上
乗
せ
補
助
を
行
う
。
ま
た
、
住
宅

耐
震
化
促
進
事
業
に
つ
い
て
も
、
対

象
と
な
る
基
準
を
拡
充
し
、
補
助
額

を
引
上
げ
、
補
助
の
上
限
を
２
５
０

万
円
と
す
る
た
め
、
補
助
に
係
る
所

要
額
を
今
定
例
会
中
に
、
関
係
予
算

と
し
て
追
加
提
案
す
る
。

Ｑ

復
旧
・
復
興
へ
向
け
、
今
後
の

課
題
は
。

Ａ

み
な
し
仮
設
住
宅
・
市
営
住
宅

へ
の
避
難
は
概
ね
完
了
し
て
い
る
が

一
部
で
は
み
な
し
仮
設
住
宅
で
の
生

活
の
長
期
化
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
上
下
水
道
は
一
部
仮
配
管

の
ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
側
方
流

動
で
土
地
境
界
が
大
き
く
ず
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
本
来
の
境
界
と
現
地
が

合
わ
な
い
箇
所
が
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
道
路
の
復
旧
工
事
や
被
災
宅
地

の
復
旧
に
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

現
在
、
早
期
の
復
旧
に
向
け
て
、

法
務
局
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
鋭
意
協
議
を
重
ね

て
い
る
。

Ｑ

今
回
の
地
震
で
は
現
在
も
関
係

者
に
よ
る
懸
命
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
生
活
再

建
を
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

Ａ

今
年
度
よ
り
策
定
に
着
手
す
る

第
３
次
総
合
計
画
な
ど
に
お
い
て
震

災
で
得
た
教
訓
を
盛
り
込
み
、
力
強

く
発
展
を
続
け
る
か
ほ
く
市
の
実
現

に
向
け
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

液
状
化
対
策
や
住
宅
及
び
宅
地
の
耐
震
化
へ
の
取
組
は

市
独
自
の
上
乗
せ
支
援
に
よ
り
被
災
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

野 田 稔 彦
の だ と しひこ
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Ｑ

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を
備
蓄

し
て
い
る
公
立
学
校
の
割
合
が
全
国

平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
市

内
小
中
学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
は
、
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の

備
蓄
は
、
取
り
組
み
事
項
に
な
い
の

か
。
地
震
災
害
が
増
え
て
い
る
今
、

保
護
者
の
安
心
感
を
高
め
る
た
め
に

も
、
常
備
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ

教
育
長

市
内
小
中
学
校
の
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
防
災
ヘ

ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
配
備
に
つ
い
て
の

規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
を
体
感
し
、
頭
部
を

保
護
す
る
防
具
の
必
要
性
を
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
保

管
場
所
の
課
題
な
ど
、
先
進
的
に
取

り
入
れ
て
い
る
自
治
体
や
学
校
の
例

を
研
究
し
検
討
す
る
。

質

問

２

防
災
備
蓄
食
品
の
フ
ー
ド
ロ

ス
を
減
ら
す
取
り
組
み
は

学
校
給
食
の
活
用
な
ど
有
効

利
用
に
取
り
組
ん
で
い
る

Ｑ

防
災
備
蓄
食
品
の
フ
ー
ド
ロ
ス

を
減
ら
す
取
り
組
み
を
聞
く
。

Ａ

市
長

賞
味
期
限
が
近
い
備
蓄

食
品
を
学
校
給
食
で
活
用
し
た
り
、

各
町
会
区
が
実
施
す
る
防
災
訓
練
な

ど
に
提
供
し
有
効
利
用
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
更
に
消
費
し
た
分
だ
け
を

買
い
足
す
こ
と
で
、
消
費
期
限
が
異

な
る
よ
う
に
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

の
方
法
も
採
用
し
て
い
る
。

質

問

３

熱
中
症
対
策
の
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
施
設
指
定
と
市

民
へ
の
周
知
を

早
期
に
施
設
指
定
を
進
め
、

情
報
発
信
ツ
ー
ル
に
て
周
知

す
る

Ｑ

今
年
度
か
ら
熱
中
症
特
別
警
戒

ア
ラ
ー
ト
が
設
定
さ
れ
た
。
国
は
、

国
民
に
熱
中
症
の
要
因
や
予
防
を
周

知
す
る
と
と
と
も
に
、
自
治
体
に
対

し
て
は
、
冷
房
が
効
い
た
施
設
を
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
（
暑
熱
避
難
施

設
）
と
し
て
指
定
し
、
開
放
す
る
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
市
民
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
施
設
指
定
と
市

民
へ
の
周
知
を
早
急
に
す
べ
き
。

Ａ

地
域
政
策
部
長

熱
中
症
対
策

に
つ
い
て
は
、
広
報
誌
に
よ
る
啓
発

や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

新
た
に
創
設
さ
れ
た
熱
中
症
警
戒
情

報
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
市
の
防

災
ア
プ
リ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
を
加
え
て
市
民
へ
の
情
報

提
供
を
行
い
周
知
す
る
。

ま
た
、
今
後
公
共
、
民
間
施
設
を

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
施
設
と
し

て
指
定
を
進
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

防
災
ア
プ
リ
な
ど
の
情
報
発
信
ツ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
す
る
。

小
中
学
校
に
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を
備
蓄
せ
よ

配
備
し
て
い
る
学
校
の
例
を
研
究
し
検
討
す
る

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

中 川 康 弘
な かがわ や すひろ
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Ｑ

今
後
の
各
避
難
所
に
お
け
る
物

資
の
設
置
場
所
を
再
考
せ
よ
。

Ａ

市
長

避
難
所
の
開
設
状
況
は
、

発
災
当
日
の
午
後
５
時
28
分
に
は
市

内
９
小
中
学
校
を
拠
点
避
難
所
と
し

て
開
設
し
た
。

自
主
避
難
所
も
合
わ
せ
た
21
か
所

の
避
難
所
に
１
０
９
９
人
の
方
が
一

時
避
難
と
な
っ
た
。

拠
点
避
難
所
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

よ
り
異
な
っ
た
場
所
に
備
蓄
倉
庫
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
災
害
発
生
時
の

備
蓄
物
資
の
運
搬
方
法
な
ど
を
新
た

な
課
題
と
し
て
、
備
蓄
倉
庫
の
設
置

場
所
の
改
善
に
向
け
検
討
す
る
。

質

問

２

能
登
半
島
地
震
発
生
後
の
消

防
署
の
活
動
は

延
べ
43
名
の
職
員
が
活
動

Ｑ

地
震
発
生
時
に
お
け
る
か
ほ
く

市
内
の
火
災
や
救
急
出
動
の
有
無
は
。

Ａ

消
防
長

１
月
１
日
午
後
４
時

６
分
の
地
震
発
生
直
後
、
被
害
状
況

の
確
認
の
た
め
、
消
防
署
及
び
高
松

分
署
の
消
防
隊
各
１
隊
を
出
動
さ
せ

た
。午

後
４
時
10
分
の
本
震
を
受
け
、

全
て
の
消
防
職
員
と
消
防
団
員
を
非

常
招
集
し
、
消
防
指
揮
本
部
を
設
置

し
た
。

そ
し
て
、
市
内
全
９
分
団
を
出
動

さ
せ
る
第
２
出
動
体
制
へ
移
行
し
、

金
沢
市
消
防
局
へ
大
型
水
槽
車
の
支

援
を
要
請
し
た
。

１
月
１
日
時
点
に
お
い
て
火
災
や

救
急
救
助
出
動
・
人
的
被
害
は
無
し
。

１
月
２
日
以
降
は
、
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
た
被
害
状
況
の
確
認
や
道
路

状
況
の
把
握
、
特
に
大
崎
区
で
の
火

災
防
御
体
制
を
強
化
し
た
。

Ｑ

奥
能
登
被
災
地
へ
の
応
援
と
派

遣
結
果
は
。

Ａ

１
次
派
遣
隊
と
し
て
消
火
隊
５

名
と
後
方
支
援
隊
２
名
の
合
わ
せ
て

７
名
を
迅
速
出
動
さ
せ
た
。

４
日
間
の
活
動
を
通
し
て
２
名
を

救
出
し
た
。

２
次
派
遣
隊
以
降
、
随
時
派
遣
し
、

１
月
２
日
か
ら
３
月
30
日
ま
で
、
12

次
隊
延
べ
43
名
の
職
員
が
被
災
地
で

活
動
し
た
。

Ｑ

今
後
、
消
防
職
員
の
訓
練
内
容

や
災
害
時
に
お
け
る
対
応
策
は
。

Ａ

現
在
、
石
川
中
央
都
市
圏
域
内

の
５
つ
の
消
防
本
部
で
推
進
し
て
い

る
「
消
防
の
連
携
・
協
力
」
に
よ
る

近
隣
消
防
本
部
と
の
各
種
合
同
訓
練

を
継
続
す
る
。

防
災
備
蓄
物
資
の
設
置
場
所
を
再
考
せ
よ

備
蓄
物
資
の
運
搬
方
法
な
ど
を
考
慮
し
改
善
す
る

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

長 柄 裕
な が ら ゆたか
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議会映像ＱＲコード

定

例

会

・

臨

時

会

一

般

質

問

常

任

委

員

会

政

務

活

動

費

議

会

日

程

Ｑ

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
珠

洲
か
ら
七
尾
の
６
市
町
で
の
住
民
へ

の
義
援
金
、
特
別
給
付
金
制
度
被
災

支
援
は
本
市
に
お
い
て
も
同
等
に
行

う
よ
う
国
、
県
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

Ａ

地
域
政
策
部
長

全
て
の
被
災

者
は
同
じ
状
況
で
あ
り
、
２
月
７
日

に
本
市
と
羽
咋
市
、
津
幡
町
、
内
灘

町
、
宝
達
志
水
町
、
中
能
登
町
の
６

市
町
の
首
長
が
県
知
事
に
対
し
、
能

登
６
市
町
以
外
の
住
民
も
支
援
制
度

の
対
象
と
す
る
よ
う
要
望
を
行
っ
た
。

質

問

２

液
状
化
対
策
と
住
宅
の
耐
震

化
を

今
議
会
中
に
追
加
提
案
す
る

Ｑ

住
宅
耐
震
改
修
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て
、
市
の
同
制
度
は
、
こ
の
12

年
間
で
、
簡
易
耐
震
診
断
34
件
、
通

常
耐
震
診
断
29
件
、
合
計
63
件
、
耐

震
改
修
は
16
件
、
23
年
度
の
目
標
は

耐
震
診
断
で
10
件
、
改
修
で
５
件
で

あ
る
。

高
知
県
黒
潮
町
の
木
造
住
宅
耐
震

補
助
事
業
は
、
耐
震
診
断
で
７
４
５

件
、
改
修
で
７
１
６
件
（
５
年
）
で

あ
り
、
こ
れ
を
参
考
に
市
で
も
対
策

を
拡
充
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ

市
長

県
が
新
設
す
る
被
災
宅

地
等
復
旧
支
援
事
業
及
び
住
宅
耐
震

化
促
進
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
、
今

定
例
会
中
に
関
係
予
算
を
追
加
提
案

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質

問

３

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
補
助
を

調
査
検
討
す
る

Ｑ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
で
発
生
し
た
火
災
の
約
６
割

は
、
電
気
器
具
や
電
気
配
線
な
ど
の

電
気
関
係
が
原
因
で
あ
る
。

市
も
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
に

助
成
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ

地
域
政
策
部
長

感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
を
市
民
に
紹
介
し
、
市
民
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
調
査
検
討
す
る
。

質

問

４

被
災
者
に
政
府
の
備
蓄
米
を

必
要
な
サ
ポ
ー
ト
は
行
う

Ｑ

仮
設
住
宅
に
入
居
す
る
と
食
事

の
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
る
。

政
府
に
備
蓄
米
を
活
用
し
て
被
災

者
支
援
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

地
域
政
策
部
長

政
府
備
蓄
米

の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
が
、
被
災

者
へ
の
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
は
行
う
。

国
・
県
に
被
災
者
支
援
は
公
正
・
同
等
に
せ
よ

全
て
の
被
災
者
支
援
は
同
等
に
と
要
望

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

高 橋 成 典
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Ｑ

市
の
災
害
時
備
蓄
計
画
で
の
携

帯
ト
イ
レ
備
蓄
は
、
不
十
分
で
は
な

い
か
。

Ａ

地
域
政
策
部
長

能
登
半
島
地

震
で
７
８
０
０
個
の
携
帯
ト
イ
レ
を

使
用
し
、
現
在
の
備
蓄
は
３
４
０
０

個
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
備
蓄
目
標

で
あ
る
３
万
個
を
計
画
的
に
購
入
し
、

早
い
時
期
に
確
保
す
る
。

Ｑ

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
／
ト
イ
レ

カ
ー
な
ど
の
配
備
を
検
討
せ
よ
。

Ａ

地
震
対
応
に
優
先
順
位
を
つ
け
、

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
／
ト
イ
レ
カ
ー

の
活
用
自
治
体
の
事
例
を
調
査
し
、

財
源
も
考
慮
し
な
が
ら
、
導
入
を
検

討
す
る
。

質

問

２

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
期
限

が
近
づ
く
人
へ
周
知
せ
よ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
幅
広
く
周
知
す
る

Ｑ

接
種
者
の
人
数
と
割
合
は
。

Ａ

健
康
福
祉
部
長

対
象
者
女
性

２
４
６
２
人
の
う
ち
、
初
回
接
種
を

終
了
し
た
方
は
７
５
１
人
で
30
・
５

％
で
あ
る
。

Ｑ

今
年
９
月
末
が
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
者
の
第
１
回
目
接
種
最
終
時

期
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
べ
き
で
は
。

Ａ

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
を
活
用
し
な
が
ら
幅
広
く
周
知
を

す
る
と
共
に
医
師
会
と
も
連
携
し
、

情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

Ｑ

男
性
接
種
に
も
助
成
す
べ
き
。

Ａ

国
の
定
期
接
種
化
議
論
や
先
進

地
事
例
、
県
内
市
町
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

質

問

３

総
合
戦
略
の
今
後
の
取
組
は

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
総

合
戦
略
と
し
て
改
定
す
る

Ｑ

総
合
戦
略
の
今
後
の
取
組
は
。

Ａ

市
長

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構

想
総
合
戦
略
と
し
て
改
定
す
る
。

９
年
連
続
で
人
口
が
増
加
し
た
流

れ
を
継
承
発
展
さ
せ
る
。

Ｑ

ま
ち
づ
く
り
に
将
来
世
代
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ

将
来
世
代
の
立
場
も
踏
ま
え
て

議
論
す
る
手
法
も
有
効
な
取
組
の
一

つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

次
期
の
総
合
計
画
の
策
定
の
際
に

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
（
将
来

世
代
の
視
点
）
の
考
え
方
も
参
考
と

し
、
検
討
を
進
め
る
。

災
害
時
の
ト
イ
レ
計
画
は
不
十
分
で
あ
り
、
見
直
せ

災
害
対
策
体
制
・
仕
組
み
含
め
必
要
な
見
直
し
を
行
う

本頁は、質問者本人の原稿を最大限に尊重し掲載しています

池 田 義 治
い け だ よ しはる

質 問 １

ＨＰＶワクチン接種
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災害時に活躍するトイレカー

議会映像ＱＲコード

定

例

会

・

臨

時

会

一

般

質

問

常

任

委

員

会

政

務

活

動

費

議

会

日

程

▼詳細はこちら

◎
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
条
例
の
制
定

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

＊
附
金
に
つ
い
て
、
受
領
し
た
翌
年
度

以
降
の
事
業
に
充
当
す
る
こ
と
を
可

能
と
し
、
寄
附
金
の
有
効
活
用
と
円

滑
な
制
度
運
用
を
図
る
た
め
、
新
た

に
基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

※
上
記
の
写
真
は
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
を
活
用
し
、

金
沢
学
院
大
学
の
学
生
が
デ
ザ
イ
ン

し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
ブ
ド
ウ
ノ
オ

ウ
チ
」
を
道
の
駅
高
松
の
里
海
館
に

設
置
し
た
も
の
で
す
。

◎
石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
の
変
更

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
被
保
険
者
証
（
健

康
保
険
証
等
）
が
一
体
と
な
る
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
へ
の
移
行
に
伴
い
、

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
被
保
険
者
証
に
関
す
る
事
務
取
扱

を
改
め
る
必
要
が
あ
り
、
規
約
を
変

更
す
る
も
の
。

高
橋
委
員

今
後
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

も
条
例
改
正
が
あ
る
の
か
。

保
険
医
療
課
長

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
９
月
定
例
会
に
提
出
を
予

定
し
て
い
る
。

◎
学
費
値
上
げ
に
反
対
し
、
高
等
教

育
無
償
化
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に

関
す
る
請
願

学
費
の
値
下
げ
、
高
等
教
育
無
償

化
、
給
付
奨
学
金
の
増
額
、
奨
学
金

の
返
済
の
軽
減
を
求
め
る
も
の
。

高
橋
委
員

大
学
に
通
う
若
者
が
大
変
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
。

猪
村
委
員

趣
旨
は
分
か
る
が
、
既
に
国
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
政
策
を
進
め
て
い
る

の
で
賛
同
で
き
な
い
。

議会だより VOL.839

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委

員

長

大
西

潤

副
委
員
長

長
柄

裕

委

員

猪
村

博
靖

杉
本

正
一

高
橋

成
典

坂
井

正
靱

金
子

猛

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

お

も

な

審

査

内

容

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
を
変
更

教
育

福
祉

常
任

委
員
会

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を
有
効
活
用

お

も

な

審

査

内

容

総
務

建
設

常
任

委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

野
田

稔
彦

副
委
員
長

池
田

義
治

委

員

寺
内

照
雄

丸
井

一
範

中
川

康
弘

欠
席

竹
内

幹
雄

企業版ふるさと納税により設置した

「ブドウノオウチ」

定

例

会

・

臨

時

会

一

般

質

問

常

任

委

員

会

政

務

活

動

費

議

会

日

程

＊
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

国
が
認
定

し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
事
業

に
対
し
企
業
が
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に
、

法
人
関
係
税
が
最
大
で
寄
付
額
の
９
割

が
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み
。
返
礼
品
な
ど

の
経
済
的
な
利
益
を
受
け
取
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。



定
例
会
初
日
の
６
月
10
日
に
予
算

概
要
の
説
明
を
受
け
、
各
議
案
の
詳

細
な
審
査
を
分
科
会
で
行
い
、
６
月

25
日
に
両
分
科
会
で
の
審
査
内
容
の

報
告
を
受
け
、
採
決
を
行
っ
た
。

丸
井
委
員

「
あ
そ
び
の
森
か
ほ
っ
く
る
」
に

に
ゃ
ん
た
ろ
う
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
必
要

か
。

企
画
振
興
課
長

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
事

業
で
あ
り
、
寄
附
事
業
者
の
方
か
ら

の
ご
意
見
を
参
考
に
し
て
い
る
。

中
川
委
員

か
ほ
く
四
季
ま
つ
り
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
の
内
容
は
。

企
画
振
興
課
長

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
で
は
特
別
ゲ
ス

ト
の
招
致
や
花
火
を
拡
充
し
た
い
。

か
に
カ
ニ
合
戦
や
冬
の
鍋
ま
つ
り

で
は
、
景
品
な
ど
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
検
討
し
て
い
る
。

寺
内
委
員

北
國
銀
行
の
跡
地
の
購
入
に
つ
い

て
、
土
地
の
評
価
、
建
物
の
評
価
は
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
利
用
方
法
を

検
討
し
て
い
る
の
か
。

総
務
課
管
財
室
長

評
価
額
に
つ
い
て
は
、
土
地
家
屋

調
査
士
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
算

定
し
て
い
る
。
利
用
方
法
に
つ
い
て

は
、
防
災
機
能
や
一
部
業
務
の
設
置

な
ど
検
討
中
で
あ
る
。

池
田
分
科
副
会
長

Ａ
Ｉ
の
議
事
録
作
成
支
援
シ
ス
テ

ム
の
内
容
は
。

総
務
課
長

ク
ラ
ウ
ド
型
の
シ
ス
テ
ム
と
な
り
、

音
声
デ
ー
タ
を
シ
ス
テ
ム
に
送
信
す

る
こ
と
で
、
文
書
デ
ー
タ
が
返
信
さ

れ
る
。
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
。

野
田
分
科
会
長

市
道
高
松
62
号
線
の
拡
幅
に
つ
い

て
、
幅
員
９
メ
ー
ト
ル
の
根
拠
は
。

都
市
建
設
課
長

企
業
に
よ
る
開
発
行
為
の
場
合
は
、

都
市
計
画
法
上
、
９
メ
ー
ト
ル
の
道

路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
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総
務
建
設
分
科
会

６
月
20
日
開
催

今
回
の
補
正
予
算
は
、
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応
を
最
優
先
と

し
た
当
初
予
算
（
骨
格
予
算
）
に
、
予
算
計
上
を
留
保
し
て
い

た
新
規
事
業
な
ど
の
政
策
的
経
費
を
追
加
し
た
補
正
予
算

お

も

な

質

疑

総務建設分科会 審査案件

内 容 令
和
６
年
度

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

内 容 令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
水
道
事
業
基
本
計
画
の
策
定
経
費

・
公
共
下
水
道
全
体
計
画
や
、
事
業
計
画
の
修
正
を
行
う
経
費

・
配
水
管
、
下
水
道
管
渠
を
布
設
し
た
道
路
の
舗
装
本
復
旧
工
事
費
な
ど

・
市
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
の
開
催
経
費

・
旧
北
國
銀
行
宇
野
気
支
店
の
跡
地
取
得
及
び
改
修
設
計
費

・
「
か
ほ
く
市
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想
総
合
戦
略
」
及
び

「
第
３
次
か
ほ
く
市
総
合
計
画
」
の
策
定
委
託
費

・
高
松
紋
平
柿
の
販
路
を
拡
大
、
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
経
費

・
市
道
高
松
62
号
線
等
の
道
路
整
備
事
業

・
市
営
住
宅
い
ず
み
団
地
の
長
寿
命
化
事
業

・
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
災
害
関
連
経
費

な
ど

予
算

決
算

常
任

委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

６
月
10
日
・
25
日
開
催

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

総
務
建
設
分
科
会

教
育
福
祉
分
科
会

定

例

会

・

臨

時

会

一

般

質

問

常

任

委

員

会

政

務

活

動

費

議

会

日

程

高
橋
委
員

成
年
後
見
制
度
の
中
核
機
関
設
置

に
関
し
て
、
対
象
者
の
範
囲
は
。

長
寿
介
護
課
長

主
に
判
断
能
力
の
低
下
し
た
方
が

対
象
と
な
り
、
個
々
に
必
要
な
支
援

を
検
討
し
、
後
見
人
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
後
見
人
の
申
し
立

て
を
行
う
流
れ
と
な
る
。

杉
本
正
一
委
員

総
合
体
育
館
施
設
整
備
に
係
る
金

利
負
担
は
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
課
参
事

契
約
で
定
め
る
基
準
金
利
を
使
用

し
て
お
り
、
今
回
の
補
正
は
金
利
が

確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

第
１
期
工
事
分
に
つ
い
て
は
、
今
後

変
更
は
な
い
。

長
柄
分
科
副
会
長

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
し
、

指
導
者
の
方
へ
の
報
償
費
の
考
え
方

は
。

学
校
教
育
課
長

国
の
補
助
単
価
を
参
考
に
、
時
間

単
価
を
１
６
０
０
円
と
し
て
い
る
。

指
導
者
は
、
各
競
技
協
会
か
ら
派

遣
し
て
も
ら
う
。
基
本
的
に
、
平
日

は
２
時
間
、
休
日
は
３
時
間
と
す
る
。

杉
本
正
一
委
員

宇
ノ
気
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
夏
季

休
業
中
の
対
応
に
つ
い
て
は
理
解
す

る
が
、
そ
も
そ
も
宇
ノ
気
地
区
の
学

童
保
育
施
設
は
老
朽
化
も
激
し
く
、

早
急
に
対
策
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

こ
ど
も
家
庭
課
長

宇
ノ
気
地
区
の
学
童
保
育
施
設
は

老
朽
化
が
激
し
く
、
ま
た
、
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
の
利
用
数
も
増
加
傾
向
に

あ
る
。
現
在
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て

検
討
中
で
あ
り
、
決
ま
り
次
第
お
示

し
し
た
い
。

（
追
加
議
案
の
審
査
）

定
例
会
最
終
日
の
６
月
27
日
に
、

追
加
議
案
の
提
出
が
あ
り
、
予
算
説

明
、
審
査
を
経
て
、
採
決
を
行
っ
た
。

教
育
福
祉
分
科
会

６
月
21
日
開
催

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委

員

長

金
子

猛

副
委
員
長

中
川

康
弘

委
員

議
長
を
除
く
11
名

議会だより VOL.8311

お

も

な

質

疑

教育福祉分科会 審査案件

内容 令
和
６
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

内 容 令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
前
期
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
講
座

な
ど

・
成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
中
核
機
関
設
置
に
要
す
る
費
用

・
定
額
減
税
補
足
給
付
金

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
に
係
る
必
要
経
費

・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
夏
季
休
業
中
の
預
け
入
れ
増
加
に
対
応
す
る
費
用

・
中
学
校
部
活
動
の
休
日
の
指
導
者
に
係
る
経
費

・
中
学
校
給
食
の
無
償
化
（
今
年
度
２
学
期
か
ら
開
始
）

・
総
合
体
育
館
第
１
期
工
事
の
完
了
に
伴
い
金
利
確
定
に
よ
る
経
費

・
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
災
害
関
連
経
費

な
ど

予
算
決
算
常
任
委
員
会

６
月
27
日
追
加
議
案
審
査

追加議案

内 容 令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
県
が
新
設
し
た
「
被
災
宅
地
等
復
旧
支
援
事
業
」
の
上
乗
せ
補
助

（
県
の
補
助
を
差
し
引
い
た
、
個
人
負
担
と
な
る
部
分
の
助
成
）

・
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
対
す
る
支
援

（
補
助
の
要
件
を
緩
和
・
補
助
の
上
限
を
最
大
２
５
０
万
円
に
）

・
被
災
事
業
者
向
け
の
支
援

（
国
、
県
が
実
施
す
る
各
種
の
補
助
事
業
に
上
乗
せ
補
助
）

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト

定

例

会

・

臨

時

会

一

般

質

問

常

任

委

員

会

政

務

活

動

費

議

会

日

程


